
  表 1 久津部村以外から来ていた塾生で出身地がわかる 1 3  人

・・名前 出身地
月俸米を収めた記

録の有無
典拠資料（小栗既発表論文）

1

渡辺借十
西又村（西俣が

正U 、）

有

「用行敦塾の基礎的研究資料( その2 ) 」中の「表2

用行志塾塾生の出席状況及びH 別情報の一' ^

~ 特別の塾生・用務員」

い
) 中山源三郎 垂木村

有

「用行義塾の基礎的研究克料( その2 ) 」中の「表2

用行義塾塾生の出席狄況及び0 別惜報の一粒

、特別の塾生・用務員」

3

中山曹一郎 垂木村 有

「用行義塾の基礎的研究m 斗( その2 ! 」巾の「表2

用行義塾塾生の出席状況及び日別情報の一院

~ 特別の塾生・用務員」

-
1 中村繁太郎 垂木村

無( 1 0 月1 7 旧病気

のため帰郷）

「用行義塾の拔礎的研究H 料( その2 ) 」中の「表2
用行穀塾塾生の出席状況及び日別情報の一拉

、特別の塾生・用務員, 」

5

中山俊太郎 垂木村

有

「用行殺塾の基礎的研究資料( その2 ) 」中の「表2

用行敦塾塾生の出席状況及び日別情>  ハー院

- 特別の塾生・用務員」

(
5 中山仙三郎 垂木村

有

「用行義塾の基礎的研究資料( その2 )  J 中の「表2

用行義塾塾生の出席状況及び0 別情報の一辟

~ 特別の塾生・用務員」

V

中山問夕 垂木村 有

「用行義塾の基礎的研究資料( その2 , ) 」中の「表2

用行義塾塾生の出席状況及び日別情報の一踪

、特別の塾生・用務員」

S

大橋駒吉 袋井( 袋井村か) : 無

「用行義塾の基礎的研究資料( その2 ) 」中の「表3

用行餃塾塾生の出席状況及び日別情報の一踪

\ 普通の塾生①」

9

大田宇平 袋井( 袋井村か) 無

「用行義塾の! £ 礎的研究資料( その2 ) 」中の「表3
用行義塾塾生の出席状況及び日別情報の一院

\ 普通の塾生①」

1 0 田代常平 袋井( 袋井村か) 無

「用庁義塾の基礎的研究K 料( その3 ) 」中の「表4

用行義塾塾生の出席状況及び日別情報の一党

- 普通の塾生②」

1 1 鎌田喜太郎 袋井( 袋井村か) 無

「用行義塾の基礎的研究資料( その3 ) 」中の「表4

用行義塾塾生の出席状況及びH 別情報の一辟

~ 普通の塾生^ > 」

1 2 美倉利逐
川井春暇塾

三倉村
無

「用行義塾の基礎的研究資料( その3 ) 」中の「表4

用行義塾塾生の出席状況及び1 ヨ別情報の一院

~ 普通の塾生②」

1 3 植田国太郎 袋井村 無

「用庁義塾の基礎的研究W 料L その3 ) 」中の「表4

用行義塾塾生の出席状況及びB 別情報の一院

~ 普通の塾生②」
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図1 久津部村と周辺の村の位置

二の地図は『掛川市史中卷』に添付されている

「付図」のうち「遠江・駿河の掛川藩韻周辺村図」か

ら一部をスキャンして切り取ったものである。

村
の

子
供

た
ち

だ
け

で
な

く
、

希
望

す
れ

ば
、

ど
こ

の
誰

で

も
受

け
入

れ
て

も
ら

え
る

学
校

で
あ

つ
た

こ
と

を
意

味
す

る
C

し
か

も
通

い
が

難
し

い
場

合
に

は
、

住
み

込
み

の
塾

生
と

し

て
も

受
け

入
れ

て
く

れ
た

。
そ

う
い

う
性

格
の

学
校

で
あ

っ

た
が

故
に

、
久

津
部

村
以

外
か

ら
も

塾
生

を
集

め
る

こ
と

が

で
き

て
い

た
。

そ
の

こ
と

は
何

を
意

味
す

る
の

で
あ

ろ
う

か
。

そ
れ

を
考

え
る

の
が

本
稿

の
目

的
で

あ
る

C

ニ
・

久
津

部
村

以
外

か
ら

の
塾

生

(
こ

久
津

部
村

以
外

か
ら

の
塾

生
の

出
身
地

ま
ず

、
表

1
で

示
し

た
一

三
人

に
つ

い
て

、
彼

ら
の

出
身

地
に

つ
い

て
詳

し
く

紹
介

し
て

お
き

た
い

。

こ
の

う
ち

最
初

の
渡

辺
猪

十
の

出
身

地
に

つ
い

て
は

、
典

拠
資

料
中

に
は

「
西

又
」

で
記

さ
れ

る
こ

と
が

多
い

が
、

一

部
で

「
西

役
」

と
も

記
さ

れ
て

い
る

。
「

西
役

」
は

誤
記

と

想
像

さ
れ

る
。

当
時

の
地

名
で

言
え

ば
、

正
し

く
は

「
西

俣
(

5
)

村
」

で
あ

る
。

場
所

は
図

1
の

地
図

を
参

考
に

さ
れ

た
い

。

こ
の

村
は

明
治

ニ
ニ

年
ま

で
存

在
し

た
が

、
同

年
に

近
隣

の

村
と

合
併

し
天

方
村

が
出

来
た

時
に

村
と

し
て

は
消

滅
し

て

い
る

。
現

在
で

は
静

岡
県

周
智

郡
森

町
に

属
す

る
地

域
で

、

森
町

の
西

俣
と

し
て

地
名

が
残

っ
て

い
る

。
渡

辺
猪

十
は

、

こ
の

地
か

ら
久

津
部

の
用

行
義

塾
に

学
び

に
来

て
い

た
こ

と

に
な

る
。

仮
に

現
在

の
西

俣
公

民
館

を
同

地
域

の
中

心
と

考

え
て

、
そ

こ
か

ら
久

津
部

の
用

行
義

塾
ま

で
の

距
離

を
今

の

地
図
上
で

簡
易

的
に
計
測

し
て

み
る
と
、

直
線

距
離
で
約

1
3

.
4

k
m

に
な

る
。
毎

日
、
徒

歩
で
往
復

す
る
の

は
困
難

な
距

離
で

あ
る

。

次
の

中
山

源
三

郎
か

ら
中

山
聞

夕
ま

で
の

六
人

は
「

垂
木

村
」

の
若

者
で

あ
る

。
垂

木
村

は
、

江
戸

時
代

の
寛

永
初

年
(

7
)

頃
に

は
上

垂
木

村
と

下
垂

木
村

に
分

れ
て

お
り

、
図

1
の

地

図
で

も
そ

の
よ

ぅ
に

記
さ

れ
て

い
る

。
用

行
義

塾
が

存
在

し

た
頃

も
上

下
に

分
か

れ
て

い
た

が
、

用
行

義
塾

の
関

連
文

書

で
は

単
に

「
垂

木
」

と
記

さ
れ

て
い

る
。

正
確

に
言

え
ば

、
中

山
家

は
江

戸
時

代
を

通
じ

て
上

垂
木

(
8

)

村
の

庄
屋

を
務

め
て

い
た

家
で

あ
っ

た
か

ら
、

中
山

家
か

ら

来
て

い
た

塾
生

に
限

っ
て

言
え

ば
、

当
時

の
正

式
な

村
名

で

あ
る

上
垂

木
村

と
記

す
の

が
正

し
い

。
し

か
し

、
当

時
に

お

い
て

は
垂

木
村

の
中

山
家

で
十

分
に

通
じ

た
の

で
あ

ろ
ぅ

。

こ
の

地
は

現
在

、
掛

川
市

に
属

し
て

お
り

、
上

垂
木

、
下

垂
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木
の

地
名
も
そ
の
ま

ま
残
っ
て
い

る
。
上
垂
木
村

の
雨
桜

神

社
は

今
も

現
存

し
て

お
り

、
そ

こ
を

仮
に

村
の

中
心

と
し

て

先
程

と
同
様
に
簡

易
的
に
用
行
義

塾
ま
で
の
直

線
距
離
を

測

る
と
約

7
.
5
k
m

と
な
る
。
西
俣
よ
り
は
距
離
は
短
い
が
、

そ

れ
で

も
毎
日
、
徒

歩
で
往
復

す
る
の
は
厳

し
い
で
あ
ろ

ぅ
。

な
お

、
同

じ
「

垂
木

村
」

と
記

さ
れ

て
い

る
中

村
繁

太
郎

に
つ

い
て

は
、

下
垂

木
村

が
正

し
い

か
も

し
れ

な
い

。
『

掛
(

9
)

川
市

史
上

卷
』

に
は

、
雨

桜
神

社
の

祭
事

に
関

わ
る

家
と

し
て

中
山

家
と

中
村

家
の

名
が

頻
繁

に
出

て
く

る
が

、
流

鏑

馬
に

関
し

て
馬

を
出

す
家

の
一

つ
と

し
て

「
下

垂
木

の
中

村

穿
」

(
七
九
七
頁

)
の

名
ガ
記
さ

れ
て
い
る
」
ま

た
中
村

家

は
「

大
庄

屋
」

で
あ

っ
た

と
も

記
さ

れ
て

い
る

(
八

〇
二

頁
)

。
下

垂
木
利
を

代
表
す

る
よ
、

っ
な
家
が

中
村
家

で
あ

っ

た
こ

と
に

な
る

の
で

、
中

村
繁

太
郎

は
そ

の
一

族
で

あ
る

可

能
性

が
高
い
。
右
と

同
様
に
下
垂
木

の
中
心
と
思
わ

れ
る

箇

所
か

ら
用

行
義

塾
ま
で

の
距

離
を
測

る
と

5
k
m

強
に

な
る

。

毎
日

徒
歩

で
往

復
す

る
の

は
絶

対
に

不
可

能
と

は
言

わ
な

い

が
、

実
行

す
る

に
は

厳
し

い
距

離
な

の
で

住
み

込
み

の
方

が

楽
で

あ
っ

た
は

ず
で
あ

る
。

次
に

、
大
橋
駒
吉

、
太
田
宇
平
、

田
代
常
平
、

鎌
田
喜

太

る
の

が
自

然
で

あ
る

。
従

っ
て

、
川

井
村

に
存

し
た

春
暇

塾

に
属

す
る

三
倉

村
出

身
の

美
倉

利
遂

が
久

津
部

村
の

用
行

義
塾

に
学

び
に

来
て

い
た

と
解

釈
で

き
る

。
な

お
、

春
暇

塾

に
つ

い
て

は
何

も
分

か
つ

て
い

な
い

。
利

遂
が

こ
の

塾
と

関

わ
り

が
あ

つ
た

と
し

て
も

、
塾

生
と

し
て

な
の

か
塾

長
と

し

て
な

の
か

も
不

明
で
あ

る
e

以
上

で
一

三
人

の
出

身
地

域
の

説
明

は
終

え
た

。

(
一

|
)

中
山

曹
一

郎
の

こ
と

次
に

一
三

人
の

中
で

も
、

僅
か

で
は

あ
る

が
人

物
像

が
比

較
的

分
か

る
中

山
曹

一
郎

に
つ

い
て

紹
介

し
て

お
き

た
い

。

中
山

家
は

前
述

の
通

り
、

江
戸

時
代

に
庄

屋
を

務
め

た
上

垂
木

村
の

名
家

で
あ

っ
た

。
久

津
部

村
の

足
立

家
に

比
肩

す

る
と

考
え

て
よ

い
で

あ
ろ

う
：

そ
の

中
^

d
家

の
当

主
が

書
き

残
し

た
日

記
が

今
も

多
数

、
現

存
し

て
い

る
よ

う
で

、
『

掛

川
市

史
』

に
お

い
て

頻
繁

に
引

用
さ

れ
て

い
る

。
特

に
中

山

家
の

邸
宅

を
道

場
と

し
て

行
わ

れ
て

い
た

剣
術

の
稽

古
は

、

掛
川

藩
主

が
観

閲
に

訪
れ

る
ほ

ど
注

目
さ

れ
て

い
た

ら
し

い

慶
應

三
年

の
記

録
で

は
、

曹
一

郎
が

毎
月

の
よ

う
に

剣
術

の

稽
古

を
し

て
い

た
こ

と
が

分
か

る
。

郎
の

四
名

に
つ

い
て

は
出

身
地

が
「

袋
井

」
と

し
か

記
さ

れ

て
い

な
い

。
当

時
の

地
名

か
ら

考
え

る
と

「
袋

井
」

は
袋

井

宿
と

袋
井

村
の

二
つ

が
該

当
す

る
が

、
宿

場
に

実
家

が
あ

る

こ
と

は
通

常
で

は
考

え
ら

れ
な

い
の

で
、

袋
井

村
の

可
能

性

が
高

い
と

想
像

さ
れ

る
◦

最
後

の
植

田
国

太
郎

は
正

確
に

「
袋

井
村

」
と

記
さ

れ
て

い
る

の
で

誤
解

の
余

地
は

な
い

。

同
様
に
袋
井
村
と
用
行
義
塾
の
距
離
を
測
る
と
一

.
8
k
m

程
で

あ
る

。
こ

れ
な

ら
、

毎
日

徒
歩

で
も

十
分

に
通

え
る

距
離

で

あ
る

。

美
倉

利
遂

に
つ

い
て
は

「
川

井
春

暇
塾

三
倉

村
」
と

記
さ

れ
て

い
る

。
こ

こ
に

は
川

井
村

と
三

倉
村

の
二

つ
の

地

名
が

あ
る

。
で

あ
る

。
川

井
村

は
袋

井
宿

の
西

隣
に

あ
っ

た

村
で

、
現

在
で

も
袋

井
市

川
井

の
地

名
が

残
っ

て
い

る
。

従
っ

て
、
用

行
義
塾

と
の
距

離
は
袋
井

村
と
大

差
は
な

い
。

三
倉

村
は

西
俣

の
北

に
存

在
し

た
村

(
図

1
参

照
)

で
、

現

在
は

静
岡

県
周

智
郡

森
町

の
一

部
と

な
っ

て
い

る
。

用
行

義

塾
ま

で
の

距
離

は
、

西
俣

よ
り

や
や

遠
く

な
る

と
思

え
ば

よ

い
。

こ
の

二
つ

の
地

名
の

間
に

塾
の

名
が

記
さ

れ
て

い
る

が
、

山
深

い
三

倉
地

域
に

私
塾

を
開

く
人

が
い

た
と

は
思

え
な

い

の
で

、
春

暇
塾

は
袋

井
宿

の
隣

の
川

井
村

に
あ

つ
た

と
考

え

こ
の

曹
一

郎
に

つ
い

て
は

他
に

も
、

明
治

一
九

年
に

中
山

家
の

家
督

を
相

続
し

た
こ

と
や

、
銀

行
の

取
締

役
を

勤
め

て

い
た

こ
と

な
ど

、
や

や
詳

し
い

情
報

が
分

か
つ

て
お

り
、

生

年
月

日
も

判
明

し
て

い
る

。
彼

は
安

政
二

年
ー

ニ
月

一
九

日

の
生

ま
れ

で
あ

る
。

こ
の

日
を

『
日

本
陰

陽
暦

日
対

照
表

下
卷

』
を

用
い

て
西

暦
で

示
す

と
一

八
五

六
年

一
月

二
六

日

に
な

る
。

用
行

義
塾

が
開

校
し

た
明

治
五

年
六

月
二

五
日

は

同
書

か
ら

一
八

七
二

年
七

月
三

〇
日

と
分

か
る

の
で

、
そ

の

時
の

曹
一
郎
の
年
齢

は
満
一
六
歳
六

ヶ
月
四
日
と
計

算
で

き

る
。

ま
た

、
剣

術
稽

古
の

記
録

が
あ

る
慶

応
三

年
は

西
暦

で

は
一
八
六

七
年
二
月

\
・
ー
八
六

八
年
一
月
ま
で
な
の
で

、
当

時
の

彼
の

年
齢

は
満

 
ー

ー
ー

ー
ニ

歳
と

い
う

こ
と

も
分

か
る

。

曹
一

郎
ほ
ど
每

月
の
よ
う
に

剣
術
の
稽
古

を
し
て
い

た
者

は

他
に

い
な

い
の

で
、

彼
は

将
来

の
上

垂
木

中
山

家
を

背
負

う

存
在
と

し
て
、
若
い
時
か

ら
重
く
扱
わ
れ
て

い
た
こ
と
が

想

像
さ
れ
る

。

こ
の

他
に

も
曹
一
郎

は
、
後

の
明
治

ニ
ニ
年
に

雨
桜
村

が

成
立

し
た

時
に

初
代

村
長

に
就

任
し

た
こ

と
、

ま
た

明
治

三
〇

$
三

四
年

、
明

治
三

八
；

四
〇

年
も

同
村

の
村

長
を

務

め
て

い
た

こ
と

も
分

か
つ

て
い

る
。

雨
桜

村
(

あ
ま

さ
く

ら
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む
ら

)
は
、

上
垂
木
村

と
そ
の

周
辺
の
家

代
村
、
遊

家
村

が

合
併

し
て
誕
生
し

た
村
で
あ
る

。
昭
和
七
年

に
垂
木
村

(
明

治
ニ

ニ
年

に
下

垂
木

村
と

周
辺

の
村

が
合

併
し

て
成

立
)

と

合
併

し
て
桜
木

村
に
な
る
ま

で
存
続
し

た
。
こ
の
う

ち
上

垂

木
村

が
圧
倒
的

な
大
き
さ
で

あ
っ
た
の

で
、
雨
桜

村
の
中

心

は
以

前
の

上
垂

木
村

と
思

え
ば

よ
い

。

そ
の

雨
桜

村
の

初
代

村
長

に
な

っ
た

曹
一

郎
に

つ
い

て
、

雑
誌

『
東
海

展
望
』
で

は
次
の
よ

う
に
紹
介

さ
れ
て

い
る

。

す
な

わ
ち

、
例

え
ば

明
治

四
〇

年
に

周
囲

の
山

林
を

国
か

ら

払
下

げ
て
も
ら

う
際
に
、

村
長
の
曹

一
郎
が
「

寝
食
を
忘

れ

て
東

奔
西

走
」

し
た

結
果

、
こ

れ
が

実
現

し
、

そ
れ

に
よ

り

村
財

政
の
「
基

盤
と
し
て
大

い
に
役
立

っ
た
」
こ
と

な
ど

、

彼
の

「
事
績
は

枚
挙
に
暇

な
い
ほ
ど

」
で
あ
り

、
そ
れ
故

に

彼
は

「
天
晴
れ
名
村

長
と
う
た
わ

れ
た
も
の
で
あ

る
」
と

記

し
て

い
る

1
。

ま
た

『
岳

陽
名

士
録

』
を

記
し

た
「

直
言
生

」
は

、
苗

日
一

(6 
)

郎
に

つ
い

て
以

下
の

よ
う

に
記

し
て

い
る

。

「
◎

中
山

曹
一

郎
君

，
一

村
長

一
村

長
に

推
さ

る
ゝ

は
に

(
「
に
は

」
が
正
し
い
…
小
栗

注
)

資
産
器
識
徳
望

と
の

三

を
要

す
子

は
此

の
三

を
備

ふ
る

の
人

|

雨
桜

村
村

長
と

し
て

の
曹

一
郎

は
、

こ
の

よ
う

に
大

賛
辞

を
受

け
る

程
の

存
在

で
あ

っ
た

ら
し

い
。

な
お

、
雨

桜
村

に
つ

い
て

は
別

に
『

雨
桜

村
沿

革
誌

』

(
掛

パ
市

立
中

央
図

書
館

蔵
)

と
い

う
手

書
き

の
文

書
を

製

本
し

た
史
料
が

存
在
し
て
お

り
、
そ
の

中
の
「
村

会
議
員

」

の
欄

を
見

る
と

、
曹

一
郎

は
明

治
ニ

ニ
年

四
月

に
村

会
議

員

に
も

な
っ

て
い

る
◦

村
長

で
あ
り

な
が

ら
村

会
議

員
で

も

あ
っ

た
こ

と
に

な
る

が
、

当
時

で
は

そ
れ

も
可

能
だ

っ
た

の

で
あ

ろ
う

か
。

同
欄

の
続

き
を

見
る

と
、

曹
一

郎
は

そ
の

後

も
何
度

か
村
会
議
員
を

経
験
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
り

、
最

後
は
大
正

 
一

◦
年

四
月
の
就
任
記
録
で
あ
る
。
以
後
は
村

会

議
員

の
中

に
曹

一
郎

の
名

は
見

る
こ

と
が

で
き

な
い

◦
し

か

し
な

が
ら

、
明

治
ニ

ニ
年

か
ら

一
貫

し
て

同
村

議
会

議
員

に

は
、

曹
一

郎
以

外
に

も
中

山
姓

の
人

間
が

何
人

も
名

を
連

ね

て
い

る
の

で
、

明
治

大
正

の
時

代
に

な
っ

て
も

当
該

地
域

に

お
け

る
中
山
家
の

存
在
が
い

か
に
大
き
か

っ
た
か
が
分

か
る

。

な
お

『
雨
桜
村
沿
革

誌
』
の
「
学

務
委
員
」
の
欄

で
は

、

曹
一

郎
が

大
正

三
年

に
「

学
務

委
員

」
に

任
命

さ
れ

た
こ

と

も
分

か
る

。
加

え
て

『
掛

川
市

史
下

卷
』

(
四

六
七

頁
)

で
は

、
明

治
三

〇
$

三
一

年
の

資
料

を
基

に
掛

川
地

域
の

大

地
主

・
高

額
所

得
者

を
紹

介
し

て
い

る
が

、
そ

の
中

の
一

人

と
し

て
雨

桜
村

の
中

山
曹

一
郎

の
名

が
記

さ
れ

て
い

る
。

中

山
家

本
家

を
継

い
だ

後
の

曹
一

郎
は

、
政

治
的

に
も

経
済

的

に
も

当
該
地
域
の

第
一
人
者

で
あ
つ
た
と

言
え
そ
ぅ
で

あ
る

。

こ
の

よ
ぅ

に
、

後
に

大
人

物
と

な
る

若
者

が
用

行
義

塾
で

学
ん

で
い

た
の

で
あ

る
。

三
・

遠
方

か
ら

も
塾

生
を

集
め

た
用

行
義

塾
の

魅
力

中
山

曹
一
郎
が
用

行
義
塾
に

入
っ
た
の
は

満
一
六
歳
の

時

で
あ

っ
た

。
青

年
曹

一
郎

は
、

当
時

の
上

垂
木

の
人

た
ち

か

ら
見

れ
ば

、
地

元
の

将
来

を
担

う
べ

き
若

手
の

最
有

力
株

で

あ
っ

た
は

ず
で

あ
る

。
そ

の
彼

が
、

わ
ざ

わ
ざ

地
元

を
離

れ

て
久

津
部

の
用

行
義

塾
で

寄
宿

生
と

し
て

学
ん

で
し

た
と

し

う
事
実

は
、
軽
く
見
る

べ
き
で
は
な
い

と
思
う
。
垂
木

地
区

で
は
得
ら

れ
な
い
も
の
が
用
行

義
塾
に
あ
っ
た
か
ら

こ
そ

、

彼
は

久
津
部
に

出
向
い
た
は

ず
で
あ
る

C
し
か
も
中

山
家

か

ら
は

彼
だ

け
で

な
く

他
に

四
人

も
用

行
義

塾
に

送
ら

れ
て

い

る
。

用
行

義
塾
は

、
垂
木

地
区
の

人
々
か

ら
見
て
、

最
新

の

教
育

を
提

供
し

て
く

れ
る

優
れ

た
学

校
と

し
て

認
知

さ
れ

て

い
た

こ
と

が
、

こ
こ

か
ら

窺
え

る
。

垂
木

地
区
だ
け
で
な

く
、
西
俣
や

三
倉
の
若
者
も

、
わ

ざ

わ
ざ

久
津

部
の

用
行

義
塾

を
選

ん
で

、
こ

こ
で

学
ん

で
い

た

が
、

そ
の

理
由

は
右

の
中

山
家

と
同

じ
と

考
え

て
よ

い
で

あ

ろ
う

。

三
倉

出
身
の
美
倉

利
遂
の
例
も

注
目
に
値
す

る
。
彼
は

既

に
郷

里
を

出
て

、
川

井
の

春
暇

塾
で

学
ん

で
い

な
が

ら
、

わ

ざ
わ

ざ
用

行
義

塾
で

学
び

直
そ

う
と

し
た

の
で

あ
る

。
春

暇

塾
で

は
得
ら
れ
な

い
も
の
が
用

行
義
塾
に
は

あ
る
と
考
え

た

か
ら

こ
そ
の
行
動

で
あ
ろ
う
。

そ
れ
ほ
ど
用

行
義
塾
は
先

進

的
な

存
在

と
評

価
さ

れ
て

い
た

こ
と

に
な

る
。

以
上

の
こ
と
か

ら
分
か
る
こ

と
は
、
用

行
義
塾
は
発

足
し

た
時

か
ら

地
元

の
久

津
部

村
の

人
々

だ
け

で
な

く
、

現
在

の

掛
川

市
や
森
町
に

該
当
す
る
、

や
や
離
れ
た
地

域
の
人
々

か

ら
見

て
も
、
他

に
代
え
難

い
価
値
あ

る
学
校
と

見
な
さ
れ

て

い
た

、
と

い
ぅ

事
実

で
あ

る
◦

彼
ら
に

と
っ
て
用
行
義

塾
の
何
が
そ
れ
ほ

ど
ま
で
に
魅

力

的
で

あ
っ

た
の

だ
ろ

ぅ
か

。
関

係
者

の
証

言
の

類
が

一
切

な

い
の

で
、

以
下

は
筆

者
の

想
像

に
な

る
。

第
一

に
指

摘
し

た
い

こ
と

は
、

用
行

義
塾

は
小

学
校

で
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あ
っ

て
、
一
〇
台

後
半
の
中

山
曹
一
郎
ら

か
ら
す
れ
ば

、
用

行
義

塾
の
カ

リ
キ
ュ

ラ
ム
は
既

に
卒
業
レ

ベ
ル
に

あ
る
も

の

が
殆

ど
で
あ

っ
た
は

ず
で
あ
る

。
用
行

義
塾
の

カ
リ
キ
ュ

ラ

ム
自

体
は
、

学
制
以

降
、
文
部

省
が
全

国
に
指

示
し
た
小

学

校
の

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム

と
比
較
す

る
と
、
先

進
的
で

レ
ベ
ル

の

高
い

も
の
で
あ
っ
た

。
こ
の
こ
と
は

、
い
ず
れ
別
稿

で
発

表

す
る

予
定
で

あ
る
。
し

か
し
な
が

ら
、
曹
一

郎
ら
の
よ

う
に

地
方

の
優
秀

な
若
者
に

と
っ
て
、

用
行
義
塾

の
カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
に

用
意
さ
れ

て
い
た
「

い
ろ
は
」

や
「
九
九

」
、
「
数

字
」

「
加

法
」

「
減

法
」
「

習
字
」

等
は
、

改
め

て
教
わ

る
必
要

な

ど
な
か
っ

た
は
ず
で
あ
る
。
「

大
学
」
「
論
語
」
の

素
読
も

既
に

卒
業

し
て

い
た

で
あ

ろ
う

。

ど
ぅ

考
え
て
も
、

曹
一
郎
ら
は

、
小
学
生
レ

ベ
ル
の
学

習

を
や

り
直
す
た

め
に
用
行
義

塾
に
入
っ
た

は
ず
は
な

い
。

そ

れ
で

は
何

を
学
ぶ
た

め
に
彼

ら
は
用

行
義
塾
に

入
っ
た

の
で

あ
ろ

ぅ
か

。

筆
者

が
想
像

す
る
所

で
は
、
用

行
義
塾
の

ヵ
リ
キ

ュ
ラ

ム

に
つ

い
て

言
え
ば

、
彼
ら

に
と
っ

て
魅

力
的
と

感
じ
た

も
の

は
次

の
二
点

に
あ
っ

た
の
で
は

な
い
か

と
考
え

る
。
す
な

わ

ち
、

①
福
沢
諭
吉

の
著
書
で
あ

る
『
西
洋
事

情
』
『
世
界

国

尽
』
『
窮
理
図

解
』
、
ま
た
福
沢
の
弟
子
で
あ

る
小
幡
篤
次

郎

が
書

い
た
『
天

変
地
異
』

、
そ
の
他

福
沢
系
で
は

な
く
と

も

学
校

教
材
に
適
し

た
明
治
初

期
の
開
明
的

な
書
物
の
数

々
を

教
材
に

指
定
し
た
授
業
が

設
定
さ
れ
て
い

た
こ
と
、
②
「

洋

字
」
「

洋
数
字
」
の
授
業
が

あ
っ
た
こ
と
、
の

二
点
で
あ
る

。

①
に
つ

い
て
補
足
す
る
と
、

右
に
例
示
し
た
四

つ
の
書

物

は
、

文
部
省
の
命

令
に
よ
っ
て

後
に
全
国
で

作
ら
れ
る
小

学

校
の
規

則
と
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
定
め
た

明
治
六
年
の
「

小
学

教
則

」
の
中
で

も
、
教
科

書
と
し
て

指
定
さ
れ

て
い
た
も

の

で
あ

る
。
こ

の
四
冊
以

外
の
本
を

見
て
も
、

小
学
規
則

と
共

通
す

る
本
は
多
く

あ
る
が
、

用
行
義
塾
だ

け
に
し
か
見

ら
れ

な
い

本
も

多
く

あ
る

C

共
通
す

る
本
に
つ
い
て

着
目
す
る
と
、

同
じ
教
科
書
が

使

わ
れ

て
い
た
点
で
、

用
行
義
塾
と
国

に
よ
る
小
学
校

と
は

大

差
は

な
い
よ

う
に
見

え
る
。
し

か
し
、

同
じ
本
で

あ
っ
て

も
、

よ
り

年
齢
の
低

い
子
供
を
対

象
に
し
て
い

た
点
で
用

行
義

塾

の
方

が
レ
ペ
ル
は
高

か
っ
た
と
言
え

る
。

そ
し

て
何
よ
り
も

、
全
国
で
小

学
校
が
設
置
さ

れ
る
よ

う

に
な

る
の
は
明
治
六

・
七
年
頃
か
ら

で
あ
る
の
に

対
し
て

、

用
行

義
塾
は
そ
れ

よ
り
も
一

年
は
早
い
、

明
治
五
年
六

月
に

開
校

し
て
い
る
の

で
あ
る
。
用

行
義
塾
で
福

沢
の
『
西
洋

事

情
』

等
を
教
え

る
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
が
用

意
さ
れ
て

い
た
頃

に

は
、

文
部

省
に
よ

る
義
務
教

育
と
し

て
の
小

学
校
は

日
本

の

ど
こ

に
も

設
置

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

の
で

あ
る

。
結

果
と

し

て
、

後
に

は
日

本
中

の
ど

こ
に

で
も

、
あ

り
ふ

れ
て

使
用

さ

れ
た

教
科
書

で
あ
っ
た

と
し
て
も

、
用
行
義

塾
が
出
来

た
時

点
に

お
い
て
は
、

そ
れ
ら
を
教

科
書
と
し
て

用
い
る
小
学

校

は
遠

州
の
中

東
遠
地
域

に
は
他

に
存
在
し

な
か
っ
た

の
で

あ

る
か

ら
、

そ
れ

だ
け

で
も

用
行

義
塾

は
、

こ
の

地
域

に
お

い

て
は

綺
羅

星
の

如
き

存
在

で
あ

つ
た

と
言

え
る

。

次
に

、
共

通
し

て
い

な
い

本
に

つ
い

て
着

目
す

る
と

、
例

え
ば
、
『
泰
西
国
法

論
』
『
泰
西
農
学
』
『
合
衆
国
正
治
』
『

英

政
如

何
』
な
ど
は
用

行
義
塾
で
は
扱

わ
れ
て
い
る

も
の
の

、

小
学

規
則

に
は

見
ら

れ
な

い
も

の
で

あ
る

。
本

の
タ

ィ
ト

ル

だ
け

を
見

て
も

、
西

洋
の

最
新

の
知

識
を

紹
介

す
る

も
の

で

あ
る

こ
と

が
分

か
る

。
小

学
規

則
で

は
指

定
さ

れ
な

か
っ

た

こ
れ

ら
の

西
洋

知
識

を
紹

介
す

る
書

物
が

、
よ

り
多

く
使

用

さ
れ

て
い

る
点

で
、

用
行

義
塾

の
方

が
、

よ
り

西
洋

的
.

近

代
的

な
教
育
を

目
指
し
て
い

た
こ
と
が

分
か
る
。

こ
れ
も

ま

た
、

用
行

義
塾
が
魅

力
的
な

存
在
に

映
る
材
料

で
あ
つ

た
と

言
え
よ

う
。

②
に

関
し
て
は
、
小

学
教
則
の
中
で

最
下
級
の
ク
ラ

ス
に

用
意

さ
れ

て
い

た
科

目
の

一
つ

「
算

術
」

の
教

科
書

と
し

て

『
洋

算
早
学
』

が
指
定
さ

れ
て
い
た
か

ら
、
用
行

義
塾
で

教

え
た

「
洋
数
字
」
と

共
通
性
が
あ
る

。
し
か
し
、
用

行
義

塾

で
教

え
た
「
洋

字
」
は
、

小
学
教
則

の
中
で
は

、
こ
れ
に

類

す
る
も

の
は
見
出
す
こ

と
が
で
き
な
い

◦
こ
の
点
で
も

用
行

義
塾

の
方
が
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム

と
し
て
レ
ベ

ル
が
高
か
つ

た
と

言
え
る

。
但
し
、
洋
字
と

い
っ
て
も
、
用

行
義
塾
は
小
学

校

で
あ

る
か
ら

、
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
と

し
て
教
え

る
時
に
は

、
恐

ら
く

は
ア

ル
フ

ア
ベ

ツ
ト

を
教

え
る

程
度

で
、

英
文

そ
の

も

の
を
扱
う
こ
と
は
な
か

つ
た
か
も
し
れ
な
い

。

以
上
の
点
か
ら
、

(
⑴

)
②
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
用
行

義

塾
が

用
意
し
た
教

育
内
容
は
、

西
洋
的
・
近

代
的
な
知
識

を

子
供

た
ち
に
教
育

す
る
こ
と

を
主
眼
に
お

い
て
い
た
と

言
え

る
か

ら
、
江

戸
時
代

ま
で
の
寺

小
屋
や
漢

学
塾
で

は
絶
対

に

教
え
て

も
ら
え
な
い
も

の
で
あ
る
。
し

か
も
、
当
時
の

久
津

部
周

辺
地
域
で
は
、

用
行
義
塾
以
外

に
は
、
そ
の
よ

ぅ
な

教

育
を

行
ぅ

学
校

は
な

か
っ

た
か

ら
、
用

行
義

塾
だ

け
が
唯

一

の
存

在
で

あ
り
、

こ
れ
以

上
の
魅

力
は

な
か
っ

た
と
考

え
ら
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れ
る

。
そ
れ

が
中
山

曹
一
郎
ら

を
動
か
し

た
原
動

力
で
は

な

か
っ

た
か

と
思

わ
れ
る

。

も
っ
と

も
曹
一
郎
ら
は
、

こ
れ
ら
の
授
業
を

 
一

◦
台
未

満

の
児
童
ら

と
一
緒
に
受
け
て
満
足
で

き
た
は
ず
は
な
い

。

そ
も

そ
も
、

既
に
筆
者

が
明
ら
か

に
し
て
い

る
通
り
、

用

行
義

塾
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
で
は

朝
八
時
か
ら

二
時
間
を
単

位

と
し

て
、
等
級

(
今

日
で
言
え

ば
学
年

)
ご

と
に
一
つ
の

授

業
が

用
意
さ
れ
て
い

た
け
れ
ど
も

、
塾
生
た
ち
が

塾
に
登

校

す
る

時
間

は
不

定
で

、
夕

方
か

ら
し

か
子

供
が

集
ま

ら
な

ハ

日
も

多
か

っ
た
。
つ

ま
り
、

時
間
割

通
り
に
授

業
は
行

わ
れ

て
い

な
か

っ
た

。
用

意
さ

れ
て

い
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
時

間

割
は

あ
っ
て
も

無
き
が
如

き
状
態
で
あ

っ
た
の
で

あ
る

。

従
っ

て
、
こ
の

よ
う
な
場

合
に
先
生

は
ど
う
対

応
し
た

か

を
想

像
す

る
と
、

児
童
が

学
校
に

や
っ
て

来
た
順
に

、
個

々

に
対

応
し
、
必

要
な
教
育

を
行
っ
て

い
た
に
違

い
な
い
。

昔

の
寺

小
屋

の
よ

う
な

状
態

で
あ

る
。

今
日

的
な

ィ
メ

ー
ジ

で

言
え

ば
、
個
人
向

け
の
家
庭
教

師
の
よ
う
な
教

育
を
、
複

数

の
子

供
を
相
手
に
一

つ
の
教
室
で
行

う
よ
う
な
も
の

で
あ
る

。

子
供

が
ま
と
ま
っ

て
来
学
し
て

い
る
時
に

は
、
今
日
の

学
校

の
よ

う
に

、
全
員

を
相

手
に
一

度
に
同

じ
話
を

先
生
が

す
る

こ
と

も
出

来
た

か
も

し
れ

な
い

。
こ

の
二

つ
の

様
態

を
適

宜

実
施

し
て
い

た
の
で

は
な
い

か
と
筆
者

は
想
像

し
て
い

る
。

し
か

も
更
に

注
意
す
べ

き
こ
と
と

し
て
、
毎

日
、
先
生

が

来
て

い
た

わ
け

で
は

な
い

と
い

ぅ
事

実
が

あ
る

。
こ

れ
も

既
(2'

)

に
筆

者
が
明
ら

か
に
し
て

い
る
通
り

で
あ
る
。

従
っ
て
、

先

生
が

い
な
い
日
に
は

学
校
と
し
て

は
開
店
休
業
状

態
か
、

登

校
し
て

き
た
児
童
ら
が
曹

一
郎
ら
先
輩
格
に

教
え
て
も
ら

ぅ

状
態

に
あ

っ
た

か
、

ま
た

は
自

習
状

態
で

あ
っ

た
か

の
、

い

ず
れ
か

の
状
態
に
な
っ
て

い
た
時
間
が
相

当
数
あ
っ
た
は

ず

で
あ

る
。
そ

れ
が
筆
者

の
想
像
す

る
用
行
義

塾
の
授
業

の
実

態
で

あ
る
。
す

べ
て
想
像
で

し
か
な
い
の

は
、
用
行

義
塾

の

教
室

の
様
子
が

ど
の
よ
ぅ
な

も
の
で
あ

っ
た
か
を

記
録
し

た

文
書
が

何
も
な
い
た
め
で

、
現
状
で
は
、

そ
れ
以
外
に
為

す

術
が
な
い

。

四
・

ま
と
め

そ
れ

で
も
、

用
行
義

塾
に
行
け

ば
、
た
と

え
自
習

の
形

で

あ
っ

て
も

、
福

沢
の

本
な

ど
を

沢
山

読
む

こ
と

が
で

き
た

の

で
あ

る
。

住
み

込
み

の
塾

生
で

あ
っ

た
曹

一
郎

ら
に

し
て

み

れ
ば

、
そ
の
よ

ぅ
な
時
間

は
山
ほ
ど
あ

つ
た
は
ず

で
あ
る

。

更
に

先
生

が
居
る

日
で
あ

れ
ば
、

独
力
で

は
理
解
で

き
な

い

箇
所

に
つ
い

て
教
え
を

乞
ぅ
こ

と
も
で
き

た
は
ず

で
あ
る

。

当
時

に
お
い
て
は
、

地
方
の
山
村

等
で
は
最
新
の

書
物
を

入

手
す

る
こ
と
も

容
易
で
は

な
い
し
、

そ
の
内
容

を
教
授
し

て

も
ら

え
る
機
会
も
乏

し
い
か
ら
、
わ

ざ
わ
ざ
遠
方
の

用
行

義

塾
に

赴
い
て
で
も

学
ぶ
意
義

が
あ
っ
た
は

ず
で
あ
る
。

だ
か

ら
、

彼
ら
は
郷

里
を
離
れ
て

、
住
み
込

み
で
も
学

べ
る
用

行

義
塾

を
選
ん
だ
の
だ

と
思
わ
れ
る

。

但
し

、
用
行
義

塾
を
過
大
評

価
し
て
は

い
け
な
い
。

既
述

の
通

り
、

子
供

た
ち

の
登

校
が

バ
ラ

バ
ラ

で
あ

っ
た

た
め

に

学
校

の
時
間
割

は
意
味
を

持
た
な
か

っ
た
し
、

先
生
が
い

な

い
こ

と
も

あ
っ
た

の
で
、

所
期
の

教
育

プ
ロ
グ

ラ
ム
は

機
能

し
て

い
な
か

っ
た
。

そ
の
上
に

、
同
校
は

わ
ず
か

半
年
し

か

存
在

で
き
な
か
っ
た

。
文
部
省
が
求

め
る
小
学
校
の

形
に

移

行
す

る
必
要
が

あ
つ
た
か
ら

で
あ
る
。
久

津
部
村
の

周
囲

か

ら
も

寄
宿
生
を
集

め
る
ほ
ど
期

待
は
大
き
か

っ
た
け
れ
ど

も
、

残
念

な
が
ら
、
す

ぐ
に
消
滅
し

て
し
ま
っ
た

の
が
用
行
義

塾

な
の

で
あ

る
。

(
静

岡
理

工
科

大
学

情
報

学
部

教
授

。

二
〇

二
三
年
九
月
二

五
日
、
父
母
の

法
事
の
翌
日
に

脱
稿

。

退
院
後

は
じ
め
て
書
き
上
げ

た
原
稿

)

 
 

(
1

)
袋
井
市
史

編
纂
委
員
会
編

『
袋
井
市
史

史
料
編

四

近
代

現
代
』

(
昭
和

五
八
年
一

月
三
一

日
、
袋

井
市

)
三

〇

◦
頁

。

 
 

(
2

)
典

拠
は
表

1
に

記
し
た

も
の

と
同

じ
。

 
 

(
3

)
表

1
の
典

拠
資

料
と

し
て
い

る
拙

稿
の

掲
載

誌
情
報

を

記
す

と
、

「
用

行
義

塾
の
基

礎
的

研
究
資

料
(

そ
の

2
)

」
、

「
用

行
義
塾
の

基
礎
的
研

究
資
料

(
そ

の
3
 

)
」
は
共

に

『
静
岡
理
工
科
大
学
紀
要

第
二
三
卷
』

(
二

◦
一
五
年

六

月
一

日
)

に
収
録

さ
れ
て
い

る
。

 
 

(
4

)
注

(
1
)

に
同
じ

。

 
 

(
5

)
こ
の
地
図
は
掛
パ
市
史
編
纂
委
員
会
編
『

¢
'
n

・
市

史

中
卷
』

(
昭
和

五
九
年
ー
ニ
月

 
一

A
日
、
掛

川
市

)
に
添

付

さ
れ

て
い
る

「
付
図

」
の
ぅ
ち

「
遠
江

・
駿
河

の
掛
川
藩

領

周
辺

村
図

」
か
ら

一
部
を

ス
キ
ヤ

ン
し
て

切
り
取
っ

た
も

の

で
あ
る

。

 
 

(
6

)
『
角

川
日

本
地

名
大
辞

典
2

2
静
岡

県
』

(
昭
和

五
七

年
一

◦
月
八
日
、
角
川
書

店
)

七
三
三
頁

。

 
 

(
7

)
前
掲
『

角
川
日
本
地
名

大
辞
典

2
2

静
岡
県
』
六

〇

A
頁

。

(
・

8
.
)

「
上
垂
木
の

名
門
ッ
高
田
さ
ま

<
 
/

自
治
制
確
立
し

た
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曹
一

郎
氏

，
.

.
日

本
の

軍
馬

を
育

て
た

光
雄

氏
(

小
栗

注
…

「
/

」
は
原

物
に
は
な

い
が
改
行

を
表
す
記

号
と
し
て

小
栗

が
付
し

た
も
の
ご

(
『

東
海
展
望
』
一
九

六
二
年
六
月
号

、

所
収
、

八
〇
頁

)
を
参

照
の
こ
と
。
ま

た
g

〇
〇
ブ
ロ

グ
内

の

サ
イ

ト
に

「
き

の
さ

ん
」

が
書

し
て

い
る

フ
ロ

グ
=

「
か

さ

ぶ
た

日
録

」
の

中
に

置
か

れ
た

「
掛

川
古

文
書

講
座

史
蹟

め

ぐ
り

(
2

)
」

(
二

◦
一

三
年

三
月

一
四

日
の

投
稿

、
L

3
L

は https://
blog.goo.ne.jp/kinosa 

已^̂^
^

a462ae
2

8c9db52692d
【

最終確認二〇二三年七月
】

)

に
も

、
江

戸
時

代
に

「
上

垂
木

村
の

庄
屋

」
で

あ
っ

た
の

が

中
江

家
で

あ
る

と
記

さ
れ

て
い

る
こ

 
 

(
9

)
掛
川

市
史
編
纂

委
員
会
編
『

掛
川
市
史

上
卷
』

(
>

成
九

年
八
月
二
五
日

、
掛
川
市

)
。

 
 

(
1

0
)

前
掲

『
掛

川
市

史
中

卷
』

ニ
ー
六

一
頁

以
下
。

特
に

曹
一

郎
の
稽
古
に
つ

い
て
は
ー
ニ

八
四

.
\
,

ー
ニ

八
五
頁
の

第

1
表

を
参
照

の
こ
と

-
」

 
 

(
1

1
)

家
督

相
続
か

ら
年
齢
ま
で

の
情
報
は

、
名
古
屋

大

学
.

同
大

学
大

学
院

法
学

研
究

科
が

\
¥

£
3

上
で

提
供

し
て

い
る

「
日

本
研

究
の

た
め

の
歴

史
情

報
」

の
サ

ィ
ト

中
に

あ

る
「

『
人

事
興

信
録

』
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
」

で
曹

一
郎

を
検

索

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

 
 

(
1

2
)

加
唐

興
三
郎

編
『
日
本

陰
陽
暦

日
対
照

表
・
下

卷
』

(
一
九

九
三
年
九
月
三

〇
日
、
ニ
ッ
ト

ー
)

。

(
1

3
)

掛
川

市
史
編
纂

委
員
会
編

『
掛
川
市

史
下
卷
』

(
平

成
四

年
三

月
三

〇
日

、
掛

川
市

)
三

七
〇

頁
、

及
び

鈴
木

静

夫
編

『
郷
土

の
開
発

に
尽
く

し
た
人

々
第
二

集
.

明
治

時

代
』

<
昭

和
五
七

年
三
月

二
五

日
、
掛

川
市
教

育
委
員

会
〉

六
五

頁
の

「
雨

桜
村

長
一

覧
」

(
但

し
、

こ
の

中
で

明
治

二

七
年

の
村

長
に

曹
一

郎
の

名
が

あ
る

が
、

後
掲

『
雨

桜
村

沿

革
誌

』
で

は
中

山
貫

一
郎

に
な

っ
て

い
る

。
ど

ち
ら

か
が

間

違
っ

て
い

る
こ

と
に

な
る

の
で

、
こ

こ
で

は
採

用
し

な
か

つ

た
>

前
掲

『
東

海
展

望
』

掲
載

稿
を

参
照

。

(
1
4
;

前
掲
『
角
川
日
本
地

名
大
辞
典

2
2

静
岡
県

』
八

二

\
八

三
頁

、
六

〇
八

頁
。

 
 

(
1

5
)

前
掲

『
東

海
展

望
』
掲

載
稿

を
参

照
。

 
 

(
1

6
)

『
岳
陽

名
士
録

』
の
小

笠
郡
の

項
の
一
五

〇
頁
。

こ
の

『
岳

陽
名

士
録

』
は

浜
松

中
央

図
書

館
に

所
蔵

さ
れ

て
い

る

が
、

原
物
に

奥
付

等
の

記
載
が
な

い
た

め
、

正
確

な
書

誌
情

報
は

不
明

で
あ

る
。

但
し

、
冒

頭
の

序
文

の
よ

ぅ
な

文
章

の

末
尾

に
「

明
治

三
十

二
蠟

月
破

窓
の

下
に

寒
梅

の
香

を
か

き

つ
ゝ

」
と

あ
り

「
直

言
生
a

」
と

記
さ

れ
て

レ
る
の

で

筆
名

は
「
直

言
生
」

、
執

筆
時

期
は
明

治
三
二

年
ー
ニ

月

(
蠟

月
は

ー
ニ

月
の

こ
と

)
と

分
か

る
。

な
お

、
浜

松
中

央

図
書

館
の

同
書

の
登

録
情

報
で

は
、

中
田

徳
太

郎
編

、
一

九

〇
〇
年
二
月
、
と
記

さ
れ
て
い
る
。

'
 

一
九
〇
〇
年
は
明
治

三

三
年

で
あ

る
。

な
ぜ

、
こ

の
よ

ぅ
な

情
報

を
記

す
こ

と
が

で

き
る

の
か

は
筆
者

に
は

不
明

で
あ

る
。

 
 

(
1

7
)

原
物
に
奥

付
等
が
な

い
の
で
書

誌
情
報

は
不
明
だ

が
、

掛
川

市
立

中
央

図
書

館
の

登
録

情
報

で
は

、
著

者
.

出
版

者

共
に

「
雨

桜
村

役
場

」
と

あ
り

、
出

版
年

は
一

九
一

四
年

に

な
っ

て
い

る
r

-
し

か
し

同
書

内
に

は
昭

和
の

記
録

も
含

ま
れ

て
い

る
の

で
、

一
九

一
四

年
"

大
正

三
年

に
作

ら
れ

た
と

い

ぅ
の

は
納

得
で

き
な

い
。

同
図

書
館

の
書

誌
情

報
の

根
拠

は

ど
こ

に
あ

る
の

だ
ろ

、
っ

か
。

 
 

(
1

8
)

注
(

1
3
)

を
参
照
の
こ

と
。

 
 

(
1

9
)

前
掲

『
袋
井
市
史
史

料
編
四
近
代

現
代
』
の
二

九

九
頁

に
あ

る
。

 
 

(
2

0
)

国
立
国

会
図
書

館
デ
ジ

タ
ル
コ
レ

ク
シ
ョ

ン
か
ら

胃
£

B
上

で
見

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
 

(
2

1
)

前
掲

拙
稿

「
用

行
義

塾
の
基

礎
的
研

究
資

料
(

そ
の

3
ご

の
表

5
二

三
A

頁
)

を
参

照
。

 
 

(
2

2
)

拙
稿

「
用
行
義

塾
の
基

礎
的
研

究
資
料

(
そ
の

1
)

」

(
『

静
岡
理
工
科
大

学
紀
要
第
ニ
ニ

卷
』
、
二
〇
一

四
年

六

月
一

日
)

に
あ
る
表

1
を
参
照
の
こ

と
，

，
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